
歴史と伝承のあいだ 

―1922 年 9 月のスミルナの破滅と日本船― 

 

日本・ギリシャ修好 120 周年にあたり、ギリシャの近現代史研究者である東洋大学教授村田奈々子氏をお

迎えし、両国の友好の証ともいうべき約 100 年前の伝承について講演していただきます。 

会場は会員渡邉顕彦様のご協力で大妻女子大学の教室を使用します。添付申込書で事前登録をお願い

いたします。 （セキュリティの観点から登録のない方は入場をお断りいたします。） 

 

【講演概要】 

1922 年 9 月、ギリシャ・トルコ戦争でギリシャが敗北し、小アジアのギリシャ系正教徒は難民となった。スミルナ

が火に包まれるなか、日本船がギリシャ人難民を助けたという伝承が今日に至るまでギリシャ人のあいだで語られ

ている。この伝承は果たして歴史的事実なのかどうかについて、これまで収集した史料をもとに検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                

   

      

日本ギリシャ協会事務局 担当（川上・小田） 

Tel:03-5550-9510 Fax:03-5550-1132 e-mail:info@japan-greece-society.jp 

村田奈々子氏 

【講師略歴】 

東京大学文学部西洋史学科卒業 

東京大学大学院総合文化研究科博士課程単位取得退学 

ニューヨーク大学大学院歴史学科博士課程修了 PhD（歴史学） 

現在、東洋大学文学部史学科教授 

【主な著作】 

『物語 近現代ギリシャの歴史』（中央公論新社、2012 年） 

『学問としてのオリンピック』（山川出版社、2016年）  

 

・場所 共立女子大学 

     

 

 

2019 年11 月29 日（金） 

・開場 18:15 

・講演会 18:30～20:00 

・参加費 無料 

・言語   日本語（ギリシャ語同時通訳あり） 

大 妻 女 子 大 学 

日本ギリシャ協会主催           駐日ギリシャ大使館後援 

 

 

千代田キャンパス 

本館 E 棟地下 1 階  055 教室 

千代田区三番町 12番地 

・JR 市ヶ谷駅 改札を出て徒歩約 10 分 

・地下鉄市ヶ谷駅 A3 出口を出て徒歩 7 分 

・地下鉄半蔵門駅 5 番出口を出て徒歩 5分 

・地下鉄九段駅 2 番出口を出て徒歩 12 分 

  

日本・ギリシャ修好 120周年記念特別講演会 

 


